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■東北大学の使命（Mission Statement）
東北大学は、建学以来の伝統である「研究第一」と「門戸開放」の理念を掲げ、世界
最高水準の研究・教育を創造する。また、研究の成果を社会が直面する諸問題の解決に
役立て、指導的人材を育成することによって、平和で公正な人類社会の実現に貢献する。

■東北大学が目指す大学の姿（Towards Tohoku University 2016）
東北大学は、その使命を果すため、今後10年間で、次のような大学になることを目指す。

〈世界最高水準の総合研究拠点の確立〉
●自然科学、人文科学、社会科学にわたる、幅広い分野において、世界をリードする
研究成果を恒常的に創造する。
●知識の加速度的集積と知識基盤型社会の要請に応えるために、たえず最適の研究組
織の編成を図る。
●国内外の主要研究機関との研究ネットワーク連携を整備すると共に、世界的総合研
究拠点としての声望・評価を確立する。

〈社会の発展と新たな知の創造を担う指導的人材の養成〉
●教員は、最先端の研究に従事しながら、その成果を教育に反映させる。
●すべての授業を「世界最高水準の教育拠点」にふさわしい内容と方法で提供する。
●新たな知の創造に必要な基礎知識と社会の指導者としての責任意識を涵養する教育
を実施する。
●高度の国際性、専門知識、応用能力を備えた高度専門職業人を養成する教育プログ
ラムと組織を整備・発展させる。

〈世界と地域への貢献〉
●研究成果を社会に普及させ、指導的人材を社会に送り出すことによって、人類社会
及び地域社会の発展に寄与する。
●資質と意欲があれば、誰もが、国籍・人種・性別・年齢・宗教・社会階層等に関わ
りなく、平等に、学生・職員として受け入れられる機会を与える。
●「実学尊重」の伝統を踏まえて、産学連携を推進し、サイエンスパークを整備する。
●市民を対象にした教育や、専門知識を活用する相談サービス等の提供を、質・量と
もに飛躍的に充実させる。
●キャンパスを市民との共生の場として開放すると共に、大学所蔵の図書・学術資料・
施設等の知的資源・財産の社会的有効活用を図る。

〈世界最高水準の研究・教育拠点にふさわしい文化・環境・経営体制の整備〉
●世界最高水準の研究・教育を活性化するような学内の文化を保持・発展させる。
●キャンパスの景観の美的統一と自然環境との調和を図り、知的創造活動にふさわし
い雰囲気を醸出する。
●世界最高水準の研究・教育活動を柔軟且つ機動的に展開するのに必要な施設、人的・
物的・財政的基盤及び経営体制を整える。


